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審査結果の所見 

 本研究は、国際的に高い評価を受けてきた応募者の実証的比較認知研

究を発展させ、人間を含めた動物の「心の自立性」を構成する認知機能

の進化と発達の過程の解明を目指すものである。実績のある比較認知と

発達に関わる研究者を組織して、広範な種比較と発達比較を行動的かつ

実証的に検討することで、様々な知見や成果が得られることは期待でき

る。高次認知機能獲得に関する根源的成果につなげるためには認知モデ

ルの研究者の参画が必要であると考えられると同時に、大規模な行動実

験と観察分析研究の必要性も懸念されるが、先駆的研究であり、基盤研

究（Ｓ）として採択すべき課題であると判断した。 

 

 

 

  




